










Intravenous infusion of bone-marrow derived mesenchymal 
stem cells reduces erectile dysfunction following cavernous 
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モデルを作製し、神経損傷後MSC静脈内投与の勃起能に対する効果を検討した。                       
 
【研究方法】   
1. 陰茎海綿体神経電気損傷モデルの作成 


















c. MSCの陰茎海綿体神経、骨盤神経節の homingの評価 
GFP 遺伝子発現 MSC を経静脈投与し、48 時間後に陰茎海綿体神経、骨盤神経節を










また、陰茎海綿体神経、骨盤神経節にてMSCの homingが確認された。                                      
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陰茎海綿体神経損傷 4 週後の ICP/AP は MSC 投与群において有意に高値であり、MSC に
よる勃起能の保護が確認された。また骨盤神経節のフルオロゴールド陽性細胞数、陰茎海
綿体における smooth muscle to collagen ratio、神経栄養因子の発現は MSC 投与群で有意
に高値であった。また、陰茎海綿体神経、骨盤神経節にて MSC の homing が確認された。                                      
                                    
陰茎海綿体神経電気損傷モデルに対し、神経損傷後に MSC を投与することで勃起能が保護
されることが確認された。MSC 投与群の骨盤神経節にて神経栄養因子の発現が亢進してお
り、神経保護のメカニズムの一つと考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
